
現 場 力
の 発 信

夢を
希望に

「友愛」の精神に基づき、「信義」を大切にし、
安心・安全・安定の３つの安らぎの
実現をめざします。
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　ラグビーワールドカップ2019™岩手・釜
石開催は、多くの皆様のご支援により実現し
ました。東日本大震災津波からの復旧復興へ
のご支援に感謝するとともに、力強く立ち上
がった姿を国内外に発信することが出来まし
た。フィジーVSウルグアイ戦のキックオフ
の瞬間は涙が溢れ出てしまいました。ナミビ
アVSカナダ戦は台風により中止となりました
が、両国の選手がボランティア活動により県
民に元気をくれました。今後はRWC2019™
の経験を活かし、沿岸地域振興につなげる取
り組みが必要です。まずは中止となった試合
が実現できることを目標に、県民運動として
盛り上げていきたいと思います。ごあいさつ

ご意見・ご要望を
お聞かせください

釜石大会への道ROAD to KAMAISHI 2019 

令和元年９月 26 日
より、岩手県の監
査委員として活動
しています。

FAX、公式サイトからのフォームで
ご意見・ご要望を受け付けております。
お気軽にお寄せください。

FAX 019- 622- 6537
TEL 019- 624 - 6116

https://karunet.jp
軽石よしのり 検 索

活動の一部を写真で紹介します。

県議会から
監査委員に
選出されました

2019.12.19 商工建設委員会県内調査　
北上災害公営住宅

2019.10.20 イーハトーヴ
とっておきの音楽祭 もりおか

2020.01 商工建設委員会
現地調査（徳田橋）

2019.12 財務省への要望活動

2020.01 議会運営委員会
県外調査（富山県、石川県）

2019 盛岡気象台の調査

2020.01 産業振興・雇用対策調
査特別委員会県内調査（北良㈱）

軽石義則の最新情報はSNSでも！

@Yoshinori Karuishi
@karuishi_y

Facebook Twitter

釜石での試合が実現する日を迎えました

軽 石よしのり　 生年月日：昭和35年8月27日
議会役職：令和元年9月より商工建設委員会／議会運営委員会委員／岩
手県監査委員／産業振興・雇用対策調査特別委員会委員／東日本大震災津
波復興特別委員会委員

プロフィール

　令和の時代となり初めてのお正月も穏やかに過ぎ 2 年目を
迎えました。皆様には日ごろから私の議員活動に対しまして
特段のご高配を賜り衷心より感謝申し上げます。ありがとう
ございます。
　また、昨年 9 月に施行されました岩手県議会議員選挙は、
大変厳しい戦いでありましたが、皆様の力強いご支援により、
三期目となる議席を継続することが出来ました。当選後の臨
時議会におきまして、所属常任委員会は、所管変更により新
たに設置をされた『商工建設委員会』となりました。加えて、
岩手県議会選出の岩手県監査委員に選任をいただきました。
　監査委員の役割としては、岩手県の執行機関や出資団体な
どに出向き、業務監査を行うことであります。県議会定例会
の閉会中に日程が組まれ、現場の皆様から生の声をお聞きし
ております。議会で議論した予算が執行されている状況を確
認することにより、議員としての活動にも役立つことを実感し
ております。
　今後とも皆様とこれまで以上に結束を強くし、県政発展の

ため『現場力の発信』を基本に、精進努力を積み重ねて
いく決意でございます。つきましては、今後とも私の活

動における目的達成のために、変わらぬご指導と
ご支援を賜りますよう心からお願い申し上げます。
また、本年『庚子』は私の年でもあり、今年が皆
様にとってご健勝にて幸せな一年でありますことを
ご祈念申し上げあいさつといたします。



（
1
）
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に
つ
い
て

（
2
）
工
事
従
事
者
の
確
保
に
つ
い
て

（
3
）
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

（
4
）
三
陸
鉄
道
の
復
旧
に
つ
い
て 

（
5
）
災
害
復
旧
対
応
の
人
員
体
制
に
つ
い
て

（
6
）
防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て

（
7
）
避
難
指
示
に
つ
い
て

　
避
難
指
示
を
確
実
に
県
民
に
届
け
、
確
実
な
避
難
行
動
に
結

び
つ
け
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
回
答
〔
総
務
部
長
〕】
避
難
指
示
（
緊
急
）
の
発
令
等
に
あ
た
っ

て
、
市
町
村
で
は
、
防
災
行
政
無
線
や
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
を
活
用

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
事
情
に
応
じ
て
、き
め
細
か
く
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、住
民
に
迅
速
か
つ
効
率
的
に一斉
配
信
す
る

「
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
」
を
活
用
し
、
テ
レ
ビ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を

通
じ
た
情
報
提
供
も
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
災
害
時
に
県
民
等
の
避
難
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
防
災
知
識
の
普
及
啓
発
や
自
主
防
災
組
織
の
活
動
の
活
性

化
を
図
り
、
地
域
防
災
力
の
一
層
の
強
化
に
取
り
組
む
。

　
要
支
援
者
の
避
難
に
つ
い
て
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

作
成
状
況
と
そ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

【
回
答〔
保
健
福
祉
部
長
〕】本
年
５
月
１
日
現
在
、
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
は
県
内
全
市
町
村
で
策
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
総

数
は
８
５
，５
８
９
人
で
、
前
年
同
期
か
ら
４
，１
６
６
人
の
増

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
名
簿
は
、
平
常
時
か
ら
消
防
、
警
察
、

民
生
委
員
、
市
町
村
社
協
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
避
難
支
援

等
関
係
者
が
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
災
害
に
備
え
、
避
難
情
報

等
が
発
令
さ
れ
た
際
に
は
、
要
支
援
者
へ
の
着
実
な
情
報
伝
達

と
早
い
段
階
か
ら
の
避
難
の
支
援
に
活
用
す
る
。

（
１
）
復
興
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
２
）
次
期
ふ
る
さ
と
振
興
総
合
戦
略
に
つ
い
て

（
３
）
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

　
知
事
は
先
日
の
記
者
会
見
で
、
2
0
5
0
年
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
表
明
さ
れ
た
。
地
球
温
暖
化

対
策
に
つ
い
て
の
知
事
の
決
意
を
伺
う

【
回
答
〔
知
事
〕】
近
年
、
世
界
各
地
で
発
生
し
て
い
る
異
常
気
象

は
、
気
候
変
動
が
一
因
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
令
和
２
年
度
に
策
定
予
定
の
次
期
岩
手
県
環
境
基
本
計
画
に
、

当
該
計
画
期
間
を
超
え
た
目
標
と
し
て
、「
2
0
5
0
年
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
」を
掲
げ
た
い
と
い
う
こ
と
を
11
月
27

日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
表
明
し
た
。
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
県
民
総
参
加
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。

（
４
）
部
局
再
編
に
つ
い
て

（
1
）
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
™
釜
石
開
催
の
意
義
に
つ
い
て

（
2
）
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
™
の
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て

（
3
）
経
験
を
今
後
に
活
か
す
取
組
に
つ
い
て

（
4
）
パ
ス
リ
レ
ー
と
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
に
つ
い
て

　
台
風
の
影
響
で
、盛
岡
マ
チ
ナ
カ
パ
ス
リ
レ
ー
の
知
事
に
よ
る

ト
ラ
イ
が
さ
れ
て
い
な
い
。
同
じ
く
中
止
に
な
っ
た
ナ
ミ
ビ
ア
と

カ
ナ
ダ
の
試
合
を
待
ち
望
ん
で
い
る
声
も
多
く
あ
る
が
、こ
の
提

案
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か

【
回
答
〔
知
事
〕】
県
民
ワ
ン
チ
ー
ム
で
繋
い
で
き
た
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
へ
の
想
い
が
込
め
ら
れ
た
ボ
ー
ル
を
、
釜
石
の

地
に
ト
ラ
イ
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
県
民
の
願
い
で
あ
る
と
受
け

止
め
て
い
る
。
今
後
、
釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
等
で
実

施
さ
れ
る
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
、改
め
て

「
ト
ラ
イ
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
釜

石
市
や
岩
手
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
等
と
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
に
つ
い
て
は
、
対
戦
を

待
ち
望
む
声
が
、県
内
は
も
と
よ
り
、日
本
中
か
ら
多
く
発
せ
ら

れ
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
実
現
へ
向
け
て
ど
の
よ
う

な
方
法
で
進
め
て
い
け
ば
よ
い
か
、
釜
石
市
を
は
じ
め
、
岩
手
県

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
と
連
携
し
、
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
と
よ
く
相
談
し
て
い
き
た
い
。

（
1
）
組
織
委
員
会
等
の
取
組
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

（
2
）
県
民
参
加
の
取
組
に
つ
い
て

　
子
供
た
ち
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、記
憶
と
し
て
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え

る
が
、
こ
の
こ
と
に
対
す
る
取
組
も
伺
う

【
回
答
〔
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
〕】
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
は
、３
日
間
で

約
2
8
0
人
程
度
が
想
定
さ
れ
、
組
織
委
員
会
か
ら
本
県
に
対

し
て
割
り
当
て
ら
れ
た
66
人
に
つ
い
て
、
20
人
を
超
え
る
中
・
高

生
を
含
め
た
候
補
者
を
組
織
委
員
会
に
報
告
し
た
。

　
県
内
全
市
町
村
の
中
・
高
生
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
刻
ん
だ
復

興
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
展
示
、
3
0
0
人
を
超
え
る
県
内
小
・
中
・

高
生
の
無
料
観
戦
招
待
、
復
興
祈
念
植
樹
な
ど
も
計
画
し
て
い

る
。多
く
の
県
民
が
世
界
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
を
身
近
に
感

じ
、
経
験
で
き
る
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
3
）
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
取
組
に
つ
い
て

（
1
）
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
現
状
に
つ
い
て

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
岩
手
に
す
る
た
め
に
は
、ま
ち
の
な
か
の
バ
リ
ア
を
改
善
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
現
状
に
つ
い
て
、
知
事
と
し

て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
回
答
〔
知
事
〕】
平
成
21
年
３
月
に
、ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
条
例
に
基
づ
く
推
進
指
針
を
策
定
し
、
安
全
に
安
心
し
て

利
用
で
き
る
施
設
等
の
整
備
や
、人
を
思
い
や
る
こ
と
の
で
き
る

「
心
」
の
醸
成
な
ど
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
一
方
で
、
希
望
郷
い
わ
て
モ
ニ
タ
ー
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
か
ら
、
多
く
の
県
民
が
条
例
や
指
針
を
認
知
し
て
お

ら
ず
、バ
リ
ア
の
存
在
を
感
じ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
障
が
い
の

あ
る
方
々
か
ら
も
、
車
い
す
で
も
支
障
な
く
移
動
で
き
る
よ
う
、

道
路
や
公
共
交
通
機
関
に
お
け
る
バ
リ
ア
の
解
消
や
、障
が
い
者

用
設
備
の
適
正
な
使
用
の
徹
底
な
ど
に
関
す
る
意
見
を
い
た
だ

い
た
。

　
県
で
は
今
年
度
、令
和
２
年
度
か
ら
５
年
間
の
新
し
い
推
進
指
針

の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
意
識
啓
発
に
関
す
る
新
た
な
施
策
を
盛

り
込
ん
だ
。
す
べ
て
の
人
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、自
ら
の
意
思

に
基
づ
い
て
自
由
に
行
動
し
、あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す
る

機
会
が
確
保
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
2
）
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

（
1
）
岩
手
県
の
産
業
構
造
に
つ
い
て

（
2
）
中
小
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
地
場
中
小
企
業
に
お
い
て
は
福
利
厚
生
面
に
対
す
る
支
援
が

手
薄
で
は
な
い
か
。
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。ま

た
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

【
回
答〔
商
工
労
働
観
光
部
長
〕】県
で
は
、岩
手
労
働
局
と
連
携
し
、

助
成
制
度
の
活
用
を
促
し
て
き
た
。こ
れ
ま
で
に
保
育
費
用
や
住
宅

取
得
へ
の
助
成
等
、福
利
厚
生
の
充
実
に
向
け
た
企
業
の
取
組
を「
い

わ
て
働
き
方
改
革
ア
ワ
ー
ド
」に
お
い
て
表
彰
し
、
広
く
普
及
啓
発

を
図
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
は
、「
人
材
確
保
・
定
着
部
門
」を

新
た
に
設
け
、
企
業
の
労
働
環
境
の
改
善
等
を
働
き
か
け
て
い
る
。

　
今
後
も
、国
の
助
成
制
度
の
活
用
や
企
業
の
働
き
方
改
革
の
取

組
を
促
進
し
、
労
働
環
境
の
整
備
を
支
援
し
て
い
く
。

（
1
）
新
卒
の
就
職
状
況
に
つ
い
て

（
2
）
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て

　
外
国
人
労
働
者
雇
用
実
態
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
今
後
活
用
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

【
回
答
〔
商
工
労
働
観
光
部
長
〕】
岩
手
県
国
際
交
流
協
会
が
県

内
3,
0
0
0
事
業
所
を
対
象
に
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
実

態
や
日
本
語
学
習
支
援
の
取
組
、
今
後
の
雇
用
見
込
み
等
を
調

査
し
、
11
月
29
日
に
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。

　
調
査
結
果
の
詳
細
な
分
析
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、継
続
雇
用
を
や

め
た
事
業
所
で
は
、外
国
人
労
働
者
の
希
望
や
生
活
上
の
問
題
に

よ
り
離
職
や
雇
止
め
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
、外
国
人
労
働
者

か
ら
は
、言
葉
の
問
題
や
人
間
関
係
、給
与
面
等
の
不
満
の
声
も

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

1 

自
然
災
害
か
ら
の
復
旧・復
興
に
つ
い
て

1 12
月
定
例
会
・
一
般
質
問
よ
り

3 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
™

釜
石
開
催
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

34 

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て

4
　
現
在
、
調
査
結
果
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
、
外
国
人
労
働

者
雇
用
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
岩
手
県
国
際
交

流
協
会
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
本
県

に
お
い
て
外
国
人
が
安
心
し
て
働
き
、暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環

境
整
備
に
向
け
て
必
要
な
取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

（
3
）
悪
質
ク
レ
ー
ム
へ
の
対
応
に
つ
い
て

（
1
）
移
転
の
際
の
対
応
に
つ
い
て

（
2
）
移
転
後
の
現
状
に
つ
い
て

（
3
）
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

ア　
店
舗
な
ど
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　
移
転
に
伴
う
内
丸
地
域
周
辺
の
店
舗
な
ど
業
務
へ
の
影
響
が

出
始
め
て
い
る
。
地
域
の
関
係
者
か
ら
状
況
調
査
を
す
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。
今
後
の
地
元
店
舗
な
ど
の
不
安
解
消
に

向
け
た
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

【
回
答
〔
商
工
労
働
観
光
部
長
〕】
盛
岡
市
、
盛
岡
商
工
会
議
所

か
ら
は
、
医
大
移
転
後
に
周
辺
駐
車
場
の
稼
働
率
の
低
下
や
通

行
量
の
減
少
が
見
ら
れ
、周
辺
店
舗
の
営
業
に
も
影
響
が
生
じ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
県
は
、売
上
や
集
客
に
不
安
が
あ
る
事
業

者
に
対
し
て
は
、経
営
指
導
員
に
よ
る
相
談
対
応
や
、専
門
家
に

よ
る
指
導
な
ど
で
支
援
し
て
い
く
。

イ　
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
跡
地
活
用
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
の
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
跡
地
活
用
の
検
討
状

況
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
示
せ

【
回
答〔
政
策
地
域
部
長
〕】　
今
年
度
は
、他
県
の
医
学
部
移
転
後

の
跡
地
活
用
に
係
る
先
進
事
例
調
査
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

の
議
論
の
参
考
と
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
跡
地
活
用
検
討
会
議

に
お
い
て
、
多
く
の
意
見
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
も
含
め
引
き
続
き
関
係
者
で
連
携
を
し
て
検
討
を
進
め
る
。

5 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
に
つ
い
て

5

2 

い
わ
て
県
民
計
画

（
2
0
1
9
～
2
0
2
8
）の
推
進
に
つ
い
て

26 

産
業
振
興
に
つ
い
て

67 

雇
用
労
働
対
策
に
つ
い
て

7

8 

岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
の
移
転
後
の

状
況
に
つ
い
て

8

令和元年 12 月
定例会一般質問



（
1
）
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に
つ
い
て

（
2
）
工
事
従
事
者
の
確
保
に
つ
い
て

（
3
）
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

（
4
）
三
陸
鉄
道
の
復
旧
に
つ
い
て 

（
5
）
災
害
復
旧
対
応
の
人
員
体
制
に
つ
い
て

（
6
）
防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て

（
7
）
避
難
指
示
に
つ
い
て

　
避
難
指
示
を
確
実
に
県
民
に
届
け
、
確
実
な
避
難
行
動
に
結

び
つ
け
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
回
答
〔
総
務
部
長
〕】
避
難
指
示
（
緊
急
）
の
発
令
等
に
あ
た
っ

て
、
市
町
村
で
は
、
防
災
行
政
無
線
や
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
を
活
用

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
事
情
に
応
じ
て
、き
め
細
か
く
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、住
民
に
迅
速
か
つ
効
率
的
に一斉
配
信
す
る

「
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
」
を
活
用
し
、
テ
レ
ビ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を

通
じ
た
情
報
提
供
も
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
災
害
時
に
県
民
等
の
避
難
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
防
災
知
識
の
普
及
啓
発
や
自
主
防
災
組
織
の
活
動
の
活
性

化
を
図
り
、
地
域
防
災
力
の
一
層
の
強
化
に
取
り
組
む
。

　
要
支
援
者
の
避
難
に
つ
い
て
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

作
成
状
況
と
そ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

【
回
答〔
保
健
福
祉
部
長
〕】本
年
５
月
１
日
現
在
、
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
は
県
内
全
市
町
村
で
策
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
総

数
は
８
５
，５
８
９
人
で
、
前
年
同
期
か
ら
４
，１
６
６
人
の
増

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
名
簿
は
、
平
常
時
か
ら
消
防
、
警
察
、

民
生
委
員
、
市
町
村
社
協
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
避
難
支
援

等
関
係
者
が
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
災
害
に
備
え
、
避
難
情
報

等
が
発
令
さ
れ
た
際
に
は
、
要
支
援
者
へ
の
着
実
な
情
報
伝
達

と
早
い
段
階
か
ら
の
避
難
の
支
援
に
活
用
す
る
。

（
１
）
復
興
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
２
）
次
期
ふ
る
さ
と
振
興
総
合
戦
略
に
つ
い
て

（
３
）
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

　
知
事
は
先
日
の
記
者
会
見
で
、
2
0
5
0
年
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
表
明
さ
れ
た
。
地
球
温
暖
化

対
策
に
つ
い
て
の
知
事
の
決
意
を
伺
う

【
回
答
〔
知
事
〕】
近
年
、
世
界
各
地
で
発
生
し
て
い
る
異
常
気
象

は
、
気
候
変
動
が
一
因
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
令
和
２
年
度
に
策
定
予
定
の
次
期
岩
手
県
環
境
基
本
計
画
に
、

当
該
計
画
期
間
を
超
え
た
目
標
と
し
て
、「
2
0
5
0
年
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
」を
掲
げ
た
い
と
い
う
こ
と
を
11
月
27

日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
表
明
し
た
。
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
県
民
総
参
加
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。

（
４
）
部
局
再
編
に
つ
い
て

（
1
）
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
™
釜
石
開
催
の
意
義
に
つ
い
て

（
2
）
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
™
の
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て

（
3
）
経
験
を
今
後
に
活
か
す
取
組
に
つ
い
て

（
4
）
パ
ス
リ
レ
ー
と
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
に
つ
い
て

　
台
風
の
影
響
で
、盛
岡
マ
チ
ナ
カ
パ
ス
リ
レ
ー
の
知
事
に
よ
る

ト
ラ
イ
が
さ
れ
て
い
な
い
。
同
じ
く
中
止
に
な
っ
た
ナ
ミ
ビ
ア
と

カ
ナ
ダ
の
試
合
を
待
ち
望
ん
で
い
る
声
も
多
く
あ
る
が
、こ
の
提

案
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か

【
回
答
〔
知
事
〕】
県
民
ワ
ン
チ
ー
ム
で
繋
い
で
き
た
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
へ
の
想
い
が
込
め
ら
れ
た
ボ
ー
ル
を
、
釜
石
の

地
に
ト
ラ
イ
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
県
民
の
願
い
で
あ
る
と
受
け

止
め
て
い
る
。
今
後
、
釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
等
で
実

施
さ
れ
る
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
、改
め
て

「
ト
ラ
イ
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
釜

石
市
や
岩
手
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
等
と
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
に
つ
い
て
は
、
対
戦
を

待
ち
望
む
声
が
、県
内
は
も
と
よ
り
、日
本
中
か
ら
多
く
発
せ
ら

れ
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
実
現
へ
向
け
て
ど
の
よ
う

な
方
法
で
進
め
て
い
け
ば
よ
い
か
、
釜
石
市
を
は
じ
め
、
岩
手
県

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
と
連
携
し
、
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
と
よ
く
相
談
し
て
い
き
た
い
。

（
1
）
組
織
委
員
会
等
の
取
組
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

（
2
）
県
民
参
加
の
取
組
に
つ
い
て

　
子
供
た
ち
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、記
憶
と
し
て
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え

る
が
、
こ
の
こ
と
に
対
す
る
取
組
も
伺
う

【
回
答
〔
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
〕】
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
は
、３
日
間
で

約
2
8
0
人
程
度
が
想
定
さ
れ
、
組
織
委
員
会
か
ら
本
県
に
対

し
て
割
り
当
て
ら
れ
た
66
人
に
つ
い
て
、
20
人
を
超
え
る
中
・
高

生
を
含
め
た
候
補
者
を
組
織
委
員
会
に
報
告
し
た
。

　
県
内
全
市
町
村
の
中
・
高
生
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
刻
ん
だ
復

興
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
展
示
、
3
0
0
人
を
超
え
る
県
内
小
・
中
・

高
生
の
無
料
観
戦
招
待
、
復
興
祈
念
植
樹
な
ど
も
計
画
し
て
い

る
。多
く
の
県
民
が
世
界
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
を
身
近
に
感

じ
、
経
験
で
き
る
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
3
）
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
取
組
に
つ
い
て

（
1
）
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
現
状
に
つ
い
て

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
岩
手
に
す
る
た
め
に
は
、ま
ち
の
な
か
の
バ
リ
ア
を
改
善
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
現
状
に
つ
い
て
、
知
事
と
し

て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
回
答
〔
知
事
〕】
平
成
21
年
３
月
に
、ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
条
例
に
基
づ
く
推
進
指
針
を
策
定
し
、
安
全
に
安
心
し
て

利
用
で
き
る
施
設
等
の
整
備
や
、人
を
思
い
や
る
こ
と
の
で
き
る

「
心
」
の
醸
成
な
ど
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
一
方
で
、
希
望
郷
い
わ
て
モ
ニ
タ
ー
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
か
ら
、
多
く
の
県
民
が
条
例
や
指
針
を
認
知
し
て
お

ら
ず
、バ
リ
ア
の
存
在
を
感
じ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
障
が
い
の

あ
る
方
々
か
ら
も
、
車
い
す
で
も
支
障
な
く
移
動
で
き
る
よ
う
、

道
路
や
公
共
交
通
機
関
に
お
け
る
バ
リ
ア
の
解
消
や
、障
が
い
者

用
設
備
の
適
正
な
使
用
の
徹
底
な
ど
に
関
す
る
意
見
を
い
た
だ

い
た
。

　
県
で
は
今
年
度
、令
和
２
年
度
か
ら
５
年
間
の
新
し
い
推
進
指
針

の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
意
識
啓
発
に
関
す
る
新
た
な
施
策
を
盛

り
込
ん
だ
。
す
べ
て
の
人
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、自
ら
の
意
思

に
基
づ
い
て
自
由
に
行
動
し
、あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す
る

機
会
が
確
保
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
2
）
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

（
1
）
岩
手
県
の
産
業
構
造
に
つ
い
て

（
2
）
中
小
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
地
場
中
小
企
業
に
お
い
て
は
福
利
厚
生
面
に
対
す
る
支
援
が

手
薄
で
は
な
い
か
。
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。ま

た
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

【
回
答〔
商
工
労
働
観
光
部
長
〕】県
で
は
、岩
手
労
働
局
と
連
携
し
、

助
成
制
度
の
活
用
を
促
し
て
き
た
。こ
れ
ま
で
に
保
育
費
用
や
住
宅

取
得
へ
の
助
成
等
、福
利
厚
生
の
充
実
に
向
け
た
企
業
の
取
組
を「
い

わ
て
働
き
方
改
革
ア
ワ
ー
ド
」に
お
い
て
表
彰
し
、
広
く
普
及
啓
発

を
図
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
は
、「
人
材
確
保
・
定
着
部
門
」を

新
た
に
設
け
、
企
業
の
労
働
環
境
の
改
善
等
を
働
き
か
け
て
い
る
。

　
今
後
も
、国
の
助
成
制
度
の
活
用
や
企
業
の
働
き
方
改
革
の
取

組
を
促
進
し
、
労
働
環
境
の
整
備
を
支
援
し
て
い
く
。

（
1
）
新
卒
の
就
職
状
況
に
つ
い
て

（
2
）
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て

　
外
国
人
労
働
者
雇
用
実
態
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
今
後
活
用
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

【
回
答
〔
商
工
労
働
観
光
部
長
〕】
岩
手
県
国
際
交
流
協
会
が
県

内
3,
0
0
0
事
業
所
を
対
象
に
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
実

態
や
日
本
語
学
習
支
援
の
取
組
、
今
後
の
雇
用
見
込
み
等
を
調

査
し
、
11
月
29
日
に
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。

　
調
査
結
果
の
詳
細
な
分
析
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、継
続
雇
用
を
や

め
た
事
業
所
で
は
、外
国
人
労
働
者
の
希
望
や
生
活
上
の
問
題
に

よ
り
離
職
や
雇
止
め
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
、外
国
人
労
働
者

か
ら
は
、言
葉
の
問
題
や
人
間
関
係
、給
与
面
等
の
不
満
の
声
も

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

1 

自
然
災
害
か
ら
の
復
旧・復
興
に
つ
い
て

1 12
月
定
例
会
・
一
般
質
問
よ
り

3 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
™

釜
石
開
催
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

34 

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て

4
　
現
在
、
調
査
結
果
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
、
外
国
人
労
働

者
雇
用
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
岩
手
県
国
際
交

流
協
会
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
本
県

に
お
い
て
外
国
人
が
安
心
し
て
働
き
、暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環

境
整
備
に
向
け
て
必
要
な
取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

（
3
）
悪
質
ク
レ
ー
ム
へ
の
対
応
に
つ
い
て

（
1
）
移
転
の
際
の
対
応
に
つ
い
て

（
2
）
移
転
後
の
現
状
に
つ
い
て

（
3
）
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

ア　
店
舗
な
ど
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　
移
転
に
伴
う
内
丸
地
域
周
辺
の
店
舗
な
ど
業
務
へ
の
影
響
が

出
始
め
て
い
る
。
地
域
の
関
係
者
か
ら
状
況
調
査
を
す
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。
今
後
の
地
元
店
舗
な
ど
の
不
安
解
消
に

向
け
た
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

【
回
答
〔
商
工
労
働
観
光
部
長
〕】
盛
岡
市
、
盛
岡
商
工
会
議
所

か
ら
は
、
医
大
移
転
後
に
周
辺
駐
車
場
の
稼
働
率
の
低
下
や
通

行
量
の
減
少
が
見
ら
れ
、周
辺
店
舗
の
営
業
に
も
影
響
が
生
じ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
県
は
、売
上
や
集
客
に
不
安
が
あ
る
事
業

者
に
対
し
て
は
、経
営
指
導
員
に
よ
る
相
談
対
応
や
、専
門
家
に

よ
る
指
導
な
ど
で
支
援
し
て
い
く
。

イ　
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
跡
地
活
用
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
の
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
跡
地
活
用
の
検
討
状

況
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
示
せ

【
回
答〔
政
策
地
域
部
長
〕】　
今
年
度
は
、他
県
の
医
学
部
移
転
後

の
跡
地
活
用
に
係
る
先
進
事
例
調
査
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

の
議
論
の
参
考
と
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
跡
地
活
用
検
討
会
議

に
お
い
て
、
多
く
の
意
見
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
も
含
め
引
き
続
き
関
係
者
で
連
携
を
し
て
検
討
を
進
め
る
。

5 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
に
つ
い
て

5

2 

い
わ
て
県
民
計
画

（
2
0
1
9
～
2
0
2
8
）の
推
進
に
つ
い
て

26 

産
業
振
興
に
つ
い
て

67 
雇
用
労
働
対
策
に
つ
い
て

7

8 

岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
の
移
転
後
の

状
況
に
つ
い
て

8

令和元年 12 月
定例会一般質問



現 場 力
の 発 信

夢を
希望に

「友愛」の精神に基づき、「信義」を大切にし、
安心・安全・安定の３つの安らぎの
実現をめざします。

県政報告

軽 石よしのり
スクラム通信

岩手県議会議員

第11号

発行月：令和 2 年 2 月
発行者：軽石義則事務所

FA X：019-622-6537
H P：https://karunet.jp/

住 所：盛岡市紺屋町 7-6
T E L：019-624-6116

　ラグビーワールドカップ2019™岩手・釜
石開催は、多くの皆様のご支援により実現し
ました。東日本大震災津波からの復旧復興へ
のご支援に感謝するとともに、力強く立ち上
がった姿を国内外に発信することが出来まし
た。フィジーVSウルグアイ戦のキックオフ
の瞬間は涙が溢れ出てしまいました。ナミビ
アVSカナダ戦は台風により中止となりました
が、両国の選手がボランティア活動により県
民に元気をくれました。今後はRWC2019™
の経験を活かし、沿岸地域振興につなげる取
り組みが必要です。まずは中止となった試合
が実現できることを目標に、県民運動として
盛り上げていきたいと思います。ごあいさつ

ご意見・ご要望を
お聞かせください

釜石大会への道ROAD to KAMAISHI 2019 

令和元年９月 26 日
より、岩手県の監
査委員として活動
しています。

FAX、公式サイトからのフォームで
ご意見・ご要望を受け付けております。
お気軽にお寄せください。

FAX 019- 622- 6537
TEL 019- 624 - 6116

https://karunet.jp
軽石よしのり 検 索

活動の一部を写真で紹介します。

県議会から
監査委員に
選出されました

2019.12.19 商工建設委員会県内調査　
北上災害公営住宅

2019.10.20 イーハトーヴ
とっておきの音楽祭 もりおか

2020.01 商工建設委員会
現地調査（徳田橋）

2019.12 財務省への要望活動

2020.01 議会運営委員会
県外調査（富山県、石川県）

2019 盛岡気象台の調査

2020.01 産業振興・雇用対策調
査特別委員会県内調査（北良㈱）

軽石義則の最新情報はSNSでも！

@Yoshinori Karuishi
@karuishi_y

Facebook Twitter

釜石での試合が実現する日を迎えました

軽 石よしのり　 生年月日：昭和35年8月27日
議会役職：令和元年9月より商工建設委員会／議会運営委員会委員／岩
手県監査委員／産業振興・雇用対策調査特別委員会委員／東日本大震災津
波復興特別委員会委員

プロフィール

　令和の時代となり初めてのお正月も穏やかに過ぎ 2 年目を
迎えました。皆様には日ごろから私の議員活動に対しまして
特段のご高配を賜り衷心より感謝申し上げます。ありがとう
ございます。
　また、昨年 9 月に施行されました岩手県議会議員選挙は、
大変厳しい戦いでありましたが、皆様の力強いご支援により、
三期目となる議席を継続することが出来ました。当選後の臨
時議会におきまして、所属常任委員会は、所管変更により新
たに設置をされた『商工建設委員会』となりました。加えて、
岩手県議会選出の岩手県監査委員に選任をいただきました。
　監査委員の役割としては、岩手県の執行機関や出資団体な
どに出向き、業務監査を行うことであります。県議会定例会
の閉会中に日程が組まれ、現場の皆様から生の声をお聞きし
ております。議会で議論した予算が執行されている状況を確
認することにより、議員としての活動にも役立つことを実感し
ております。
　今後とも皆様とこれまで以上に結束を強くし、県政発展の

ため『現場力の発信』を基本に、精進努力を積み重ねて
いく決意でございます。つきましては、今後とも私の活

動における目的達成のために、変わらぬご指導と
ご支援を賜りますよう心からお願い申し上げます。
また、本年『庚子』は私の年でもあり、今年が皆
様にとってご健勝にて幸せな一年でありますことを
ご祈念申し上げあいさつといたします。
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